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公開質問会
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手法の比較表
直交表 HAYST法

（秋山発表）
All-pair

（土屋先生発表）
一番の違い 直交表にテストを割り付けて実

験後、一因子実験を実施する
2水準系直交表(L4～L256)を変
形し、多水準が入る列を作って
使用。禁則処理を持つ

都度、評価対象に合わせて最
小のテスト項目数になるように
生成

使用する表 L18とL36がメイン 2水準系直交表
L4～L256を変形しながら使用

都度、評価対象に合わせて生
成

使用できるパラメータ（因
子）数

乱数で行を乱しながら表を横に
連結すること（乱塊法）で可能だ
が、網羅率は落ちる

300程度迄(L256使用時) 特に制限なし

ひとつのパラメータ内で取
り扱える値（水準）数

基本的に最大３ 最大１６。それ以上も網羅率は
落ちるが可能

特に制限なし

禁則処理 なし あり あり
２因子間の網羅率 水準をピックアップしているので

多水準因子が多いと網羅率が
落ちる

多水準と禁則が無ければ100％
だが通常は70％～90％

100%（多水準と禁則があるとテ
スト項目数は増える）

３因子間の網羅率 同上 L8で50％
L16で強度３の列が５個
L64で強度３の列が８個

因子数，水準数等に依存

メリット 36回でテストが終わる テスト項目数をコントロールしや
すい。簡単な入力で禁則処理
が可能。テスト対象の仕様変更
に対応可能

最小のテスト項目で生成

デメリット 多因子・多水準になると網羅率
が落ちるのでバグ出しには不適
（最終確認には良い）

100％の網羅率を目指すとテス
ト項目が若干多くなる

テスト対象の仕様変更時には
作り直し。テスト項目数のコント
ロールは難しい
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目次

＜９つの質問＞
Ｑ１～Ｑ３： 直交表

Ｑ４～Ｑ７： Ａｌｌ-ｐａｉｒ

Ｑ８～Ｑ９： 実運用
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直交表に対する質問（土屋先生）

Ｑ１ テスト数の増減法

Ｑ２連続値を取る因子の

水準の選び方
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＜テスト数を増やす方法１＞

因子Aの水準がa1, a2の時に
a1, a1, a1, a2と４水準として割
り付ける（ダミー水準の付加）
　→　a1がa2の3倍テストされる
（この時、テスト数は増える）

Ａ１テスト数の増減法
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＜テスト数を増やす方法２＞

強度３の列のみを利用して
３因子間網羅率を１００％とする

Ａ１テスト数の増減法
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＜テスト数を減らす方法＞

因子Aの値がa1, a2, a3, a4, a5
の時にa4とa5を抽象化して割
り付ける　→　a4, a5はa1, a2, 
a3の半分の出現率になる
（この時、テスト数は減る）

Ａ１テスト数の増減法



8/24

＜同値分割/境界値分析＞

正常境界値を水準とする
　-倍率なら２５％と４００％

異常境界値は水準に入れない
　- ２４％と４０１％は単機能
　　テストで検査する

Ａ２連続値を取る因子の水準の選び方



9/24

＜注意＞

部数（１部～９９９部）の場合
　- ９９９部は選ばない！！

γ補正（１．０～２．６）の場合
　-ユーザが使う代表値を選ぶ
　　１．０， １．４， １．８， ２．２， ２．６を選ぶ

Ａ２連続値を取る因子の水準の選び方
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直交表に対する質問（町田）

Ｑ３多因子・多水準で

網羅率＝１００％を狙う
とテスト項目が激増！？
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＜テスト数が激増する要因＞

因子Ａ（４０水準）、因子Ｂ（３０
水準）の時、網羅率１００％を
狙うと、

　４０×３０＝１２００項目
のテスト量を必要とする

Ａ３大規模で網羅率100%→テスト激増！？
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＜対策：水準の抽象化＞

用紙サイズならＡ系（Ａ４，Ａ
５）、Ｂ系（Ｂ４，Ｂ５）と抽象化
論理レベルの網羅性を１００％
とする指針をとる。
全体としては８０％を目安

Ａ３大規模で網羅率100%→テスト激増！？
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All-pairに対する質問（秋山）

Ｑ４ All-pair法の適用事例

Ｑ５ All-pair法のツール

紹介希望！！
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事例報告*事例報告*

*S.R. Dalal et al., “Model-Based Testing in Practice,” ICSE’99.

Bellcore (現Telcordia)製品への適用

Integrated Services Control Point (ISCP)
　　プログラマブルな電話サービスを実現するシステム

1. 算術操作，テーブル操作
３水準１２因子＋４水準５因子，5水準12因子＋2水準３０因子

2. メッセージのパーシング
3. ルールベースシステム
4. GUI

#バグ#テスト

61594
4133

274,5002
431,6011

Ａ４ All-pair法の適用事例
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http://www.pairwise.org/http://www.pairwise.org/

http://www.swtest.jp/http://www.swtest.jp/

Ａ５ All-pair法のツール
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All-pairに対する質問（町田）

Ｑ６ All-pair法における
３因子間網羅率
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All-pairに対する質問（町田）

Ｑ７仕様変更が多いプロ
ジェクトへAll-pair法を
適用する場合の注意点
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＜問題点＞
仕様変更時→テスト作り直し

＜対処法＞
予備の因子を予め導入しておく
→必要なテスト数はほとんど増

えない

Ａ７仕変が多い場合のAll-pair法の適用注意点
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実運用に対する質問（町田）

Ｑ８適用条件は？

「規模」、「部分適用」他
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全プロジェクトが適用対象

規模は関係なし

ローレベルの関数を作っている
グループは上位層で直交表を
使うため対象外

Ａ８適用条件は？「規模」「部分適用」他
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実運用に対する質問（町田）

Ｑ９適用工程は？
「最終テスト」 ？

「開発段階」？
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開発段階で実施

Ａ９適用工程は？「最終テスト or 開発段階」

●テストファースト

● ＵＴ

● Ｃ０＝１００％

Tdd
●単機能テスト

●バグ登録

●バグ収束率

Ft Sst
● ＨＡＹＳＴ法

●仕変フリーズ

●網羅率

St
●他社ソフトを

　含むＨＡＹＳＴ法

●非機能要件の

　妥当性検証

全社活動対応(部分最適から全体最適へ）

品質の経営

評価部門開発

Ｑｕａｌｉｔｙ Ｇａｔｅ
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土屋先生

全体のまとめ


